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昭和51年

←

町
議
会
議
長
木
村
金
利
謹
錘
蝶
御
孝
砕
罐
唯
卦
圭
娠
完
韮
樒
摩

昭
和
五
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る

町
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
年
ご
協
力
の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
中
は
議
会
運
営
と
町
政
発
腱
の
た
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
名
実
と

め
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
も
に
、
内
政
の
要
と
な
っ
て
豊
か
な
地

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
城
社
会
の
建
披
に
と
り
く
み
、
昭
和
五

か
え
り
み
ま
す
と
昨
年
は
、
一
昨
年
十
年
代
を
誇
り
う
る
輝
か
し
い
時
代
に

に
始
ま
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
日
本
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

列
島
改
造
計
画
中
断
等
の
影
響
に
よ
る
存
じ
ま
す
と
共
に
議
決
機
関
た
る
我
々

不
況
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
多
難
な
年
の
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
年
も

連
続
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
国
に
お
ま
た
終
始
公
正
に
町
民
の
信
託
に
応
え

い
て
は
新
年
度
予
算
に
お
い
て
不
況
打
町
政
の
諸
問
題
を
恢
亜
に
審
議
し
、
町

開
策
と
し
て
財
政
投
融
賃
に
亜
点
を
置
民
各
位
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
努
力
す

い
て
い
る
も
の
の
、
一
挙
に
解
決
は
到
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

底
望
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
衝
く
ど
う
か
、
町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

の
辛
抱
が
必
要
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
よ
り
一
瞬
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

一
方
、
我
が
金
木
町
で
は
、
町
始
ま
つ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

て
以
来
の
大
塀
業
で
あ
る
と
こ
ろ
の
水
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
山
十
九
年
四
〃
十
九
Ⅱ
町
良
就

任
以
来
一
年
九
ヵ
川
経
過
い
た
し
ま
し

た
が
、
ど
う
や
ら
当
町
の
病
め
る
部
分

飛
蝿
で
き
る
部
分
を
知
り
、
意
を
強
く

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
そ
は
当
町
一

大
発
鵬
の
足
掛
り
と
す
べ
く
、
左
記
蛎

項
に
努
力
致
し
ま
す
。

Ｉ
、
昨
年
十
一
月
財
政
再
建
五
ヵ
年
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の

こ
の
五
ヵ
年
間
は
、
爪
に
火
を
灯
す

よ
う
な
苦
渋
の
期
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、
単
に
受
け
身
の
み
の
町
政
で
は

昭
和
五
十
一
年
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
金
木
町
民
益
々
の
ご
繁
栄
を
期

し
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

金
木
町
長
大
橋
忠
勝

な
く
、
で
き
る
だ
け
の
発
腱
・
向
上

施
策
を
積
極
的
に
実
施
い
た
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
本
採
用
職
ｕ
五
十
七
才
勧
奨
退
職
の

完
全
実
施
を
続
け
、
新
規
本
採
川
呰
無
、

職
貝
定
数
削
減
を
断
行
す
る
。

②
今
後
と
も
固
定
礎
産
評
価
凸
は
役
慨

し
な
い
。

③
喜
良
市
診
療
所
に
早
い
時
期
、
自
鴬

希
望
の
Ⅱ
本
人
Ⅸ
師
を
招
恥
す
べ
く
努

め
る
。

④
喜
良
市
山
町
憐
肉
牛
牧
場
（
共
川
利

用
模
範
牧
場
）
の
完
成
。

⑤
嘉
瀬
観
音
境
内
の
問
年
（
山
季
）

観
光
化
に
努
め
る
。

⑥
ゴ
ミ
捨
場
（
火
葬
場
隣
接
）
の
廃
止

完
全
復
土
用
地
化
。

⑦
饗
の
川
原
の
地
に
、
御
堂
整
姉
、
墓

一・

地
公
園
定
成
、
郷
土
館
を
建
投
（
石
器

発
掘
現
場
復
元
）
し
、
例
大
祭
の
近
代

化
・
観
光
化
を
図
る
。

⑧
補
助
、
起
債
率
の
商
い
自
然
休
養
村

事
業
を
徹
底
し
、
出
稼
ぎ
防
止
、
産
業

・
観
光
の
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑨
芦
野
公
園
を
抜
本
的
に
睡
備
。

○
公
剛
の
一
円
化
。

○
沼
地
、
樅
や
ぶ
の
整
備
、
利
用
。

○
独
特
な
施
投
経
憐
。

○
審
の
川
原
を
遊
歩
道
で
結
ぶ
。

○
太
宰
岬
対
岸
取
得
、
広
場
化
。

⑩
誘
致
企
業
池
田
繊
維
Ｋ
Ｋ
の
定
着
・

発
鵬
を
期
す
一
方
、
男
子
対
象
の
雇
用

会
社
を
誘
致
し
、
州
嫁
ぎ
の
必
要
な
い

町
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑪
金
木
警
察
署
横
か
ら
喜
良
市
に
通
じ

る
道
路
（
新
喜
良
市
線
）
の
早
期
完
成

⑫
川
介
～
妻
の
川
原
～
町
内
に
至
る
道

路
（
農
免
道
路
）
の
早
期
完
成
。

⑬
金
木
中
学
校
～
大
東
ヶ
丘
へ
の
直
線

道
路
（
芦
和
線
）
の
整
備
。

⑭
役
場
庁
舎
前
完
全
舗
装
・
駐
車
場
化

（
消
防
署
の
早
期
移
転
）
。

⑮
町
有
地
関
係
図
面
。
帳
簿
整
備
、
町

有
地
管
理
の
徹
底
。

⑯
公
園
事
務
所
新
築
（
地
域
集
会
場
併

用
）
。
各
集
会
場
、
老
人
ホ
ー
ム
補
修
。

⑰
火
葬
場
の
補
修
と
車
庫
増
築
。

⑬
組
合
立
金
木
病
院
の
新
築
．

⑲
青
森
～
金
木
道
路
の
完
成
。

⑳
「
金
木
郷
士
史
」
の
早
期
発
行
。

Ⅱ
、
金
木
町
は
、
そ
の
歴
史
の
流
れ
と

立
地
条
件
・
民
意
に
則
り
、
長
期
的

見
地
か
ら
「
太
宰
の
町
。
観
光
の
町

教
育
の
町
・
産
業
の
町
・
舗
装
の
町

」
を
基
幹
と
し
て
発
展
す
べ
く
、
下

記
施
策
に
尽
力
す
る
。

（
次
・
へ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
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①
世
界
に
誇
り
得
る
「
太
宰
の
町
」
と

し
て
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

②
町
ぐ
る
み
観
光
資
源
の
感
が
あ
り
、

開
発
し
て
特
異
な
観
光
地
と
す
る
。

③
教
育
と
文
化
の
香
り
商
い
町
づ
く
り

④
学
校
統
合
、
近
代
設
備
を
誇
る
校
舎

の
趣
投
。

⑤
弘
大
腱
学
部
用
地
の
返
戻
ｌ
公
認
グ

ラ
ン
ド
、
野
球
場
、
町
民
体
育
館
、
商

工
会
館
、
大
住
宅
団
地
、
町
民
鯉
園
の

設
営
。

⑥
温
泉
の
あ
る
町
づ
く
り
。
市
場
の
あ

る
町
づ
く
り
。

一
月
一
日
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で

は
、
「
町
民
元
旦
の
集
い
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
「
新
年
名
刺
交

換
会
」
と
い
い
、
町
の
行
政
に
協
力
し

て
い
る
委
貝
・
役
員
の
方
々
を
招
待
し

て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
よ
り

町
民
一
般
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
と
装
い
を
新
た
に
し
て
開
催
さ

そ
ば
や
さ
ん
が
大
人
気

rl

句 『
々
季

⑦
現
在
町
適
舗
装
率
九
五
％
以
上
（
県

下
平
均
一
四
％
）
と
な
り
、
雌
下
随
一

の
舗
装
率
を
誇
っ
て
い
る
（
無
利
恩
年

賦
払
い
）
が
、
永
久
に
こ
れ
の
補
修
、

憐
繕
に
努
め
る
。

⑧
材
質
世
界
一
を
誇
る
霊
木
上
。
ｃ

を
使
っ
た
、
ヒ
バ
細
工
、
曲
物
工
業
の

町
づ
く
り
促
進
ｌ
製
仙
を
輸
出
。

出
稼
ぎ
解
消
Ⅱ
町
営
事
業
と
し
て
成
功

さ
せ
る
。

⑨
買
い
物
は
町
内
で
し
、
隣
接
町
村
か

ら
金
木
町
に
人
を
呼
ぶ
施
策
実
施
。

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
そ
ば
屋
さ
ん
の
出
張
で

キ
ソ
バ
の
食
・
へ
放
題
も
で
る
な
ど
、
新

企
画
い
っ
ぱ
い
の
集
い
で
し
た
。

な
お
、
今
回
の
参
加
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
金
木
地
区
〉

木
村
正
三
小
田
桐
勝
三
郎

太
田
例
二
原
冊
恵
喜

花
田
柾
二
大
池
武
光

田
中
豊
蔵
田
中
実

花
田
一
田
中
勇
吉

熊
谷
健
蔵
新
岡
守
一

福
山
光
延
大
橘
忠
勝

阿
部
定
一
山
中
満

中
谷
藤
太
郎
中
谷
定
雄

田
中
誼
正
尼
野
光
良

三
坂
哲
雄
成
川
淌
明

白
川
政
貞
片
岡
八
千
雄

原
面
次
郎
田
村
雄
三

一

Ⅲ
、
砧
性
高
く
、
文
化
的
町
づ
く
り
に

適
進
す
る
。

①
新
生
活
に
徹
し
、
無
駄
と
虚
栄
の
な

い
町
。

②
常
に
公
の
場
に
会
し
、
正
義
を
主
張

し
、
真
実
を
見
つ
め
る
町
民
。

Ⅳ
、
当
庁
の
町
民
に
接
す
る
姿
勢
と
し

て
は
、

①
提
案
締
そ
の
他
に
よ
り
、
広
く
町
民

の
意
見
を
聞
き
、
常
に
反
省
し
な
が
ら

前
進
致
し
ま
す
。

②
金
木
町
長
と
し
て
本
年
度
も
、
一
切

の
私
心
を
捨
て
、
寸
時
の
休
み
な
く
、

櫛
引
政
雄

脱
田
敏
雄

荒
関
淳
一

伊
藤
久
雄

三
上
明

小
笠
脈
昭
七

夏
坂
富
治

吉
田
光
雄

白
川
峰
雄

吉
田
米
五
郎

荒
関
通
義

木
村
勝
四
郎

新
岡
慶
一

白
川
竹
治

西
村
昭
二

奥
山
仙
吉

木
村
不
二
男

津
烏
喜
之

中
谷
孫
一

寺
田
嘉
吉

古
田
米
逸

野
悔
雄
造

工
藤
腸
之
助

中
村
健
司

竹
内
佐
右
エ
門

中
西
恢
一

筏
木
正
巳

中
村
美
籾
男

其
田
豊
一

大
橘
勇
五
郎

竹
内
武
六

加
藤
卓
爾

白
川
兼
蔵

前
田
窟
美
術

北
山
真
澄

森
敏
夫

野
呂
正

中
谷
正

長
内
誠
治

相
馬
京
子

平
山
睦
男

太
田
吉
三
郎

斎
藤
宗
夫

津
島
多
七

角
田
良
逸

白
川
兼
五
郎

石
戸
谷
秀
雄

安
田
柾
四
郎

田
村
耕
蔵

工
藤
術
三
郎

当
町
の
為
頑
張
り
ま
す
。

③
町
憐
住
宅
入
居
、
物
件
払
下
、
入
札

等
常
に
公
募
、
公
平
、
公
正
に
行
い
ま

す
。④

昨
年
度
は
柧
害
金
二
千
三
百
万
円
と

い
う
空
前
の
津
鉄
衝
突
大
事
故
を
起
し

お
詫
び
の
こ
と
ば
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
件
は
昭
和
五
十
一
年
、
五
十
二
年

両
年
度
払
い
で
総
額
六
百
二
十
六
万
円

で
妥
結
致
し
た
も
の
の
今
後
は
か
か
る

こ
と
の
な
い
よ
う
充
分
留
意
致
し
ま
す

⑤
あ
ら
ゆ
る
批
判
を
超
越
し
て
、
節
約

節
減
に
徹
し
ま
す
。

斎
藤
正
弘

角
川
昭
次

田
中
勇
治

山
田
篤
之

石
戸
谷
由
雄

白
川
常
一

土
岐
伊
久
雄

鈴
木
尊
司

〈
嘉
瀬
地
区
〉

古
川
健
造

小
松
竹
太
郎

沢
田
茂

沢
田
由
男

永
沢
由
明

木
下
タ
ミ

木
立
久
二

成
田
善
蔵

須
崎
由
美

〈
喜
良
市
地
区
〉

秋
旧
正
司

古
川
角
雄

棟
方
兼
夫

木
川
忠
雄

今
久
米
雄

古
川
哲
雄

一

中
村
勉

岡
田
芳
嗣

宮
崎
初
太
郎

米
符
甚
九
郎

近
藤
元
二

今
金
蔵

成
田
重
雄

木
村
好
勝

中
谷
金
四
郎

逢
坂
伸
三

大
橘
隆
治

田
中
由
春

藤
田
要
造

山
中
徳
一

花
田
甚
市

原
田
一
実

山
中
久
美

沢
田
政
孝

木
村
金
利

山
中
亀
一

山
中
正
津

一
月
三
旧
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で

厄
払
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
厄
年
に

あ
た
る
人
は
、
男
四
十
五
名
・
女
四
十

四
名
（
川
金
木
地
区
）
で
し
た
が
、
こ

の
人
た
ち
の
申
し
出
に
よ
り
、
六
千
円

が
金
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

新
岡
正
海
（
新
岡
地
役
経
俄
主
）
さ

ん
は
、
日
ご
ろ
町
の
連
投
事
業
を
請
負

し
て
い
る
お
礼
に
、
と
更
生
部
落
の
集

会
場
を
無
料
補
修
し
ま
し
た
。

更
生
部
辮
は
，
喜
良
市
・
金
木
か
ら

や
や
離
れ
て
い
る
た
め
、
部
落
民
の
集

ま
る
場
所
が
な
い
だ
け
に
、
集
会
場
が

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
新
岡
さ
ん
の
善

意
に
よ
り
典
会
場
が
で
き
、
更
生
部
落

民
は
生
活
の
会
話
の
場
が
で
き
た
、
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

更
生
部
落
に

集
会
場
を
／
、

わ
ず
か
で
す
が
福
祉
ヘ
ノ
．

一
》

・
剛
胆

、
仙

鮒
肥

郵
討

日
脚

辱
岬

Ⅶ
村

阿
伽

再Ｉ
肘

一
一
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金木町投票区別有権者数 金
木
町
議
会
雛
瓜
は
、
こ
の
二
月
二

十
九
Ｎ
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、

こ
れ
に
伴
う
選
挙
は
、
二
月
一
日
に
告

示
さ
れ
、
二
月
八
日
が
投
票
日
と
な
り

ま
す
。

S50.9.1現在

冠
一
月
、
⑨
日
投
票
日

有権者数 投票時間

および場所
投票区

i汁男女別

人
Ｘ

６
－
２

１
“
８

８
－
０

１
７

１
－
２

ｊ
・
ｊ

男
一
女

Ｉ
・
く

人 午前7時から
午後6時まで

金 木 町 役 場

第1投票区

(金木・沢部の一部）
3，898

０
－
１

６
９

４
｝
４

Ｊ
一
ｊ

男
一
女

く
重
く

第2投票 区

（川倉・藤枝）

〃

川倉小学
951

ｊ
垂
ｊ

男
一
女

Ｉ
一
く

８
－
２

２
．
６

２
垣
２

第3投 票区

(蒔田・神原・沢部の一部） 定
数
は
二
十
人
に

〃

蒔 田 児 童 館
490

今
川
の
選
挙
よ
り
町
議
会
雛
旦
の
定

数
は
六
人
へ
ら
さ
れ
、
二
十
人
と
な
り

ま
し
た
。
不
在
者
投
票
は
、
二
月
一
Ｈ

よ
り
七
日
ま
で
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
－
９

８
．
７

２
－
３

９
７

１
“
１

ｊ
－
ｊ

男
一
女

く
《
く

第4 投票 区

（中柏木・嘉瀬） 嘉瀬士筆溌2，662

（男）856

（女）933

第5投票 区

（喜良市）

〃

喜良市小学校
1,789

一

午前8時から
午後5時まで
大東ケ丘分校

ｊ
・
ｊ

男
一
女

。
ｆ
１
，
二
ノ
ー
、

40

40

第6 投票 区

（大東ケ丘）
80

３
－
７

８
．
８

６
－
１

，
７

４
－
５

ｊ
・
ｊ

男
一
女

Ｉ
む
く

二I

向丁
今
ロ 9，870

国
民
年
金
三
十
歳
よ
り
加
入
）
の

障
害
年
金
は
、
加
入
期
間
中
に
か
か
っ

た
病
気
・
け
が
等
で
障
祥
者
に
な
っ
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
二
十
歳
前

の
病
気
や
け
が
や
先
天
性
の
心
身
障
楪

で
困
っ
て
い
る
人
に
は
、
年
金
が
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
二
十
歳
に
な
る
ま
で
は
児

童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

〆

う
け
て
い
て
も
、
二
十
歳
に
な
る
と
国

か
ら
の
手
当
が
打
切
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
に
は
二
十
歳

か
ら
障
桝
福
祉
年
金
を
さ
し
あ
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
障
害
柵
祉
年
金
は
、
障
審
の
原

一
月
三
日
、
庁
舎
前
に
お
い
て
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
初
式
は

金
木
町
の
合
併
時
（
昭
和
三
十
年
）
に

行
わ
れ
た
ま
ま
で
、
実
に
二
十
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

午
前
八
時
、
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
に

よ
り
召
集
し
た
消
防
団
員
は
、
神
明
溜

池
（
神
明
町
通
り
）
で
一
斉
に
ポ
ン
プ

放
水
減
習
。
観
閲
者
に
よ
る
服
装
点
検

の
後
、
分
列
行
進
を
披
露
。
町
長
及
び

花
田
一
県
議
会
議
員
ら
来
賓
よ
り
、
こ

れ
か
ら
も
町
民
の
安
全
と
幸
福
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
励
ま
し

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

一

Ⅱ
障
害
者
で
二
十
歳
に
な
っ
た
人
に
は

障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
Ⅱ

華
や
か
に
出
初
式

閃
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
が
二
十
歳
前

に
す
で
に
治
っ
て
い
る
と
き
は
二
十
歳

に
な
っ
た
月
の
翌
〃
か
ら
、
二
十
歳
を

す
ぎ
て
か
ら
そ
の
病
気
や
け
が
が
治
っ

た
と
き
は
治
っ
た
凡
の
翌
川
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
そ
の
額
は
、
一
級
で
月
額

一
万
八
千
円
、
二
級
で
〃
額
一
万
二
千

円
で
す
。
又
、
収
入
の
多
い
方
、
側
民

年
金
以
外
の
年
金
を
う
け
て
い
る
方
に

は
、
支
給
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

二
十
歳
前
に
重
い
病
気
に
か
か
っ
た

り
、
身
体
障
害
に
な
っ
た
人
は
、
二
十

歳
に
な
っ
た
と
き
に
年
金
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
ｕ
〃
届
出
分
）

木
元
麻
砂
子
（
亘
２
女
）
金
木

山
田
由
佳
（
喜
代
治
２
女
）
金
木

三
上
純
子
（
政
弘
長
女
）
金
木

小
田
桐
和
也
（
一
門
長
男
）
金
木

工
藤
拓
哉
（
守
夫
長
男
）
藤
枝

中
谷
理
佳
（
兼
行
長
女
）
川
倉

津
島
明
宏
（
豊
２
男
）
金
木

阿
部
聡
子
（
祐
司
長
女
）
金
木

白
川
潤
（
徳
雄
長
男
）
金
木

桑
田
諭
（
郁
長
男
）
喜
良
市

十
一
凡
、
対
馬
兼
正
（
対
馬
建
投
経

憐
主
）
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

寄
贈
し
た
い
、
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
・

各
市
町
村
で
は
す
で
に
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
が
あ
る
の
に
、
金
木
町
で
は
財
政
上

購
入
で
き
ず
に
い
た
だ
け
に
、
対
馬
さ

ん
の
善
意
は
喜
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
にマ

イ
ク
ロ
バ
ス
を寄

贈

鯉垂『:哩噂－－画一一再寵？璽鋤率亟1回醐蠅M照M辮M總僻'm--ー－－9■酪血B2叩
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松
川
雅
子
（
秀
満
災
女
）
嘉
瀬

棟
方
孝
雄
（
誉
壁
男
）
斑
瀬

荒
間
保
子
（
三
郎
３
女
）
金
木

古
川
学
（
満
夫
２
男
）
喜
良
市

今
尚
志
（
勝
雄
及
男
）
喜
良
市

千
菜
行
披
（
行
雄
煙
男
）
班
瀬

平
川
溜
描
（
光
柾
及
男
）
嘉
瀬

工
藤
勝
幸
（
博
壁
男
）
金
木

泉
谷
健
二
（
光
幸
２
男
）
川
倉

成
川
陽
子
（
成
雄
及
女
）
喜
良
市

田
中
美
智
子
（
道
義
挺
女
）
金
木

小
野
正
樹
（
正
文
２
男
）
喜
良
市

（
胆
川
刎
出
分
）

禍
士
幸
秩
（
隆
治
２
男
）
金
木

中
元
久
避
（
久
跿
男
）
金
木

棟
方
亜
弓
（
俊
一
長
女
）
斑
瀬

神
品
真
美
（
真
逸
２
女
）
嘉
瀬

田
中
棋
哉
（
義
久
長
男
）
金
木

角
田
祥
子
（
省
逸
長
女
）
金
木

中
谷
誠
尚
（
糀
一
２
男
）
川
倉

成
川
加
奈
子
（
稗
蔵
踵
女
）
藤
枝

三
上
雅
治
（
雑
作
２
男
）
金
木

対
馬
陽
子
（
要
一
量
女
）
川
倉

奈
良
鈴
子
（
繁
行
踵
女
）
喜
良
市

今
ひ
と
み
（
武
則
及
女
）
喜
良
市

川
中
撫
津
志
（
克
彦
２
男
）
班
瀬

須
崎
公
幸
（
公
則
及
男
）
班
瀬

工
藤
幸
治
（
広
蛙
男
）
金
木

前
田
宗
故
（
健
治
３
男
）
金
木

嶋
海
に
洋
（
義
男
艇
男
）
斑
瀬

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
ｕ
〃
加
川
分
）

（
鋤
輌
脈
光
誠
一
鯉
稚
率
鋤
一
鋼
玉
鋤

（
繊
灘
蕊
郎
鋤
喜
磯

（
蝿
雌
百
一
口
弛
一
裡
跨
嘩
趨
一
樒
和
酢

（
錘
剛
順
稚
一
塞
韮
窪
認
一
嶬
形
蝿

（
軸
榊
ま
蝿
謎
一
“
嚥
郎
鐸
趨
一
癖
率

へ
斎
藤
喜
丈
（
直
義
長
男
）
嘉
瀬

一
八
木
橘
朋
子
（
茂
２
女
）
弘
前
市

（
昨
歴
万
些
誌
一
壼
郵
丞
窄
却
一
錘
所
柿

（
鵠
か
淫
野
郎
錨
応
纐

（
枠
諦
峨
恋
一
腱
都
郎
塞
坐
一
刺
京
恥

、
中
谷
新
一
郎
（
洲
男
及
男
）
川
倉

一
黒
沢
由
利
（
正
吉
長
女
）
東
京
都

（
郡
踞
京
謎
諏
叱
郎
銅
錘
一
癖
恥
岬

へ
赤
石
穂
千
美
（
午
助
長
男
）
弘
前
市

一
藤
元
文
子
（
市
五
郎
２
女
）
金
木

（
癖
峠
唾
麺
一
匪
華
趨
一
逵
邸
柿

（
醗
唯
峠
翌
一
熾
壼
州
即
挫
一
榊
里
”

（
椎
鑑
川
蹄
秘
一
諦
罐
男
窪
鍛
一
華
所
榊

へ
阿
部
良
一
釜
次
長
塁
嘉
瀬

一
片
山
た
ち
ゑ
（
辰
昭
２
女
）
稲
垣
村

（
罐
祁
満
押
幸
一
準
雑
窪
挫
一
準
知
縣

（
雌
鯏
躍
悲
諦
一
錘
繩
郎
恥
錨
一
鐙
浜
棒

（
雫
倉
恥
秘
一
証
咋
率
挫
一
率
率
緬

（
畔
岫
睡
誠
一
評
唾
地
建
梨
一
錆
森
柿

（
癖
補
京
榊
舜
稚
郎
挫
鋸
一
》
森
挿

（
罪
砺
蝿
荊
一
癖
》
詑
鋤
一
》
良
癖

（
識
悔
上
稚
諦
一
軒
一
辨
醒
錘
一
酔
醒
輌

一

〆一、〆一～／一、〆一、〆一ヘ〆一～〆一、〆一～〆一、一一、〆一、〆一、〆一ヘ〆一～〆一、〆一、〆一ヘ〆一、〆一、

今鈴町阿沢辻松羽山埜田大須花伊泉永角大佐
繩蝿総今驚騨軸今鳶今患瀧木部 田 村 川 餌 中内戸橘崎田丸谷田田森藤

せ 伊裕岡岡美日 一徴徳三
み栄京久正紀久昭 窓宝享貝llｲ蘭智政み栄弘修栄洋出広三延美栄せ太祐文美康和四
子誠 子繁子一子幸子美子治子一子治子輝や次子治子剛子明子定子一つ郎子秀幸之子治

蕊藤懸琿理蕊 蕊理 篝薩認燕蕊濡蕊蕊蕊蕊麗
郎郎 郎郎 蔵郎男へ松郎

6342長長是長4522長長3踵長2212223&2&52R:2323長3丑3避
女 男女男女男女男女男女男女男女男女男女男ノ）女男女男女男女男女男女男女男女男女男
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喜岩鹿金嘉平嘉弘嘉錘木喜嘉嘉喜喜鵡金金金出弘金喜板嘉青喜束中中青金喜浪喜京喜秋

市県脇木瀬町瀬市瀬町町市瀬瀬市市町木木木念前良柳森良京柏里森良岡良都良田良手児内前田造良良良田
市木市町瀬市市都木町市木市町市市市県

溌
ノll森喜嘉福喜嘉五束喜嘉石嘉山金川喜車新川青金岩嘉柏喜嘉横喜小千金蒔蟹五金喜五愛金
田良励良所京良川「-1崎良力潟森手良浜良泊葉田所良所知

倉村市瀬県市瀬市都市 瀬 県 瀬 県 木 市 市 村 県 倉市木県瀬村市瀬市市村県木田町市木市市県木

今
か
よ
（
拠
才
）
喜
良
市
一
岬

佐
藤
定
一
（
“
才
）
金
木
一

中
谷
久
之
助
打
才
）
川
倉
一
￥

腿
雌
孝
悦
（
偲
才
）
金
木
一

泉
谷
忠
美
子
（
鋼
才
）
川
倉
一

津
脇
た
け
両
才
）
金
木
一

三
上
兼
治
（
０
才
）
神
脈
一

服
滝
武
一
（
弘
才
）
再
良
市
鋸

田
中
柳
太
郎
（
乃
才
）
金
木
』

大
橋
得
司
晟
才
）
金
木
躍

秋
元
た
み
（
舵
才
）
喜
良
市
詔

今
定
五
郎
（
“
才
）
喜
良
市
禍

仙
川
文
之
助
（
帥
才
）
川
倉
恥

沢
川
公
男
（
訓
才
）
金
木
一

叩
剛
瞬
三
恥
一
州
諦
一
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